
 

 

 

 

 

 

  

当院ではCT 装置を利用した大腸検査（CT coronography）をおこなっています。これまで

大腸がん検診では、便潜血検査にて便潜血陽性となった場合、精密検査の方法として『大腸内視鏡

検査（大腸カメラ）』しかありませんでしたが、今回、選択肢が増え、大腸 CT 検査ができるよう

になったものです。この検査の紹介をいたします。 

 

 

  

大腸 CT 検査とは、おしりから炭酸ガスを入れ、お腹を膨らませて、CT を撮影するだけで、内

視鏡でポリープ、大腸がんなどの病変を発見するのと同様な画像を作ることが出来る検査です。 

 

 

 

 

     

       検査で見つかった腫瘍 

大腸CT 検査とは？ 

大腸CT 検査で撮れる画像 

注腸類似像 

他院の検査結果

でも OK！！ 

 



 

 

② 診断能に優れており、生検ができない他は内視鏡とほぼ同等の診断能があります。 

②内視鏡検査のように侵襲性が強くないため、痛みが少なく済みます。炭酸ガスを注入するチュー

ブもとても細く、内視鏡検査が苦手な方、内視鏡検査が痛くて途中で断念した方におすすめです。 

③注腸検査のようにバリウムを注入することもないので、汚れたりすることもありませんし、注入

するのは炭酸ガスのみなので検査後トイレへいく必要もありません。 

④CT を撮影するだけなので、検査時間が 10 分～15分と短時間で済みます。 

⑤下剤を飲む量も内視鏡検査に比べ少なく済みます。内視鏡のように午前中に来院していただいて

時間をかけて下剤処置を行うこともなく、自宅にて検査食と下剤を服用していただければ検査をす

ることができます。 

 

 

 

大腸 CT 検査を受けることができない場合があります。COPD（慢性閉塞性肺疾患）、ポリープ切

除術後 6 日間以内、大腸に活動性の炎症がある、クローン病、潰瘍性大腸炎、右の大腸を切除し

ている、ペースメーカーがある、妊娠中の方、妊娠の可能性のある方などは大腸ＣＴ検査をするこ

とができません。詳しくはみどり病院までお尋ねください。 

 

 

 

・検査前日の朝食、昼食、夕食は指定の検査食を自宅でお食べください。下剤を指定の時間に服用

します。当日はＣＴ室にて検査着に着替えていただいたうえで検査用のパンツに履きかえます。 

 ＣＴ台に横になっていただき、肛門から炭酸ガス送気用のチューブを挿入します。炭酸ガスを大

腸内に送り大腸が膨らんだところで撮影を行います。検査時間は全部で 15分ほどです。炭酸ガス

はすぐに腸内から吸収され、お腹が張って苦しいことはありません。女性の場合は女性スタッフが

行います。 

・大腸CT（CTC）検査は平日毎日午前11 時頃に行っています。保険診療となります。事前に医

師の診察を受けたうえで検査予約をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大腸 CT についてご不明な点ありましたら、お気軽にみどり病院までお問い合わせください。 

みどり病院 電話 058-241-0681  

仮想内視鏡像 
大腸CT 検査のメリット 

大腸CT（CTC）検査の実際と予約について 

大腸CT 検査を受けることが出来ない方 

 

他院所の便潜血検査の結果であっても、結果をご持参

いただければ当院で検査が可能です！ 


